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第１ 管理計画区設定方針

１ 管理計画作成方針
地域の特性を活かした現地管理業務の計画的遂行を期するため、次の事項に重点を

置いて、管理計画を作成するものとする。
（１）公園計画の基本に基づき、従来からの指導指針等も含めて、行為の種類ごとに取

扱方針を整理し、整合性のある風致景観の管理を図るものとする。
（２）施設の整備並びに管理について、総合的な検討を行い、自然条件に見合った適正

な利用の促進を図るものとする
（３）公園利用者に対する指導体制の整備、普及啓発活動等の充実・強化を図るものと

する。
（４）その他、地域の特性に応じて、現地管理のために必要な事項の整理を行うものと

する。

２ 管理計画区区分方針
本公園は､鳥取､岡山､島根の三県にまたがる面積３１,９２７ｈａの公園である。
自然条件、利用形態等の特性から大別すると大山・蒜山地域、三瓶山地域、島根半

島地域及び隠岐地域の４地域に大別される。
大山・蒜山地域は、一つのまとまりのある山岳地域で山麓に広がるブナ林や丘陵地

における草原景観に代表され、登山、スキー、自然探勝等の利用がなされている。
一方、島根県に位置する三瓶山地域は、溶岩円頂丘群からなる山群と火口原、古く

から採草放牧地として利用されてきた草原に代表され、登山、ピクニック等の利用が
なされている。島根半島は海触洞門や柱状節理の発達した海岸風景に代表され、自然
探勝及び磯遊び等の利用がなされている。また、島根半島沖に位置する隠岐地域は、
断崖や海触崖と多数の島嶼風景に代表され、遊覧船による景勝探勝や海水浴等の利用
がなされている。
このように、地理的、利用形態とも異なることから、効率的かつ合理的な現地管理

業務を遂行するために、各地域ごとに管理計画区を設定するものとする。
なお、管理計画区の名称は次のとおりとする。

（１）大山・蒜山地域管理計画区
（２）三瓶山地域管理計画区
（３）島根半島地域管理計画区
（４）隠岐地域管理計画区
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第２ 島根半島地域管理計画区
１ 管理の基本的方針

（１）保護に関する方針
ア 風致景観の特性及び保全対象

本地域は、東端の地蔵崎から鹿島町御津に至る模式的沈降海岸や、多古の七つ
穴に代表される海触洞及び日御碕の隆起海岸及び鷺浦の海岸等、いずれも出入り
の激しい海岸であり、特異な景観を呈している。また、日御碕の東部３Ｋｍに海
中公園が指定されている。
これらの特異な海岸地形及び海中景観を保全対象とするものとする。

イ 保全対象の保全方針

保全対象 概 要 保 全 方 針

１ 多古の七つ穴 多古地区の海岸に 現景観の厳正な保護を図るため、人為に
(特別保護地区) は､集塊岩､凝灰岩の よる地形等の改変は認めないものとする。

断層に沿って多数の
洞門が並列し、多古
の七つ穴等の特異な
景観を呈している。

２ 加賀の潜戸 加賀地区は、玄武岩 現景観の厳正な保護を図るため、人為に
(特別保護地区) 質集塊岩、凝灰岩、 よる地形等の改変は認めないものとする。

玄武岩等の断層線に
沿って洞門が続く特
異な景観を呈してい
る。

３ 島根半島海中 柱状節理の発達し 現在の海中景観を厳正に保護するため、
公園地区 た石英斑岩など火成 指定動植物等の保護、ゴミの投棄及び水質

岩の岩石海岸で湾入 汚濁の防止に努めるものとする。
突角の多い複雑な海
底地形を有している
。海中の生物は温帯
南部に位置付けられ
、ホンダワラ類が海
藻林を構成し、アオ
サ、ミル等が草原状
をなしている。
魚類としては、チ

ャガラ、キヌバリ、
ウミタナゴなどが多
く、イソバナ、イボ
ヤギ、オオギフトヤ
ナギ等の無脊椎動物
も豊富である。
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（２）利用に関する方針
ア 利用の特性及び利用方針

本地域は、松江市、米子市及び出雲市からの至近距離にあり、到達性が良いため
年間約１３０万人の利用がある。
利用面では、東部地区については美保関等での景観探勝、加賀潜戸、多古の七つ

、 、穴等の洞門や断崖景観を対象とした遊覧船利用 海水浴利用が多く､西部地区では
出雲大社、日御碕神社などの人文景観の観賞、日御碕集団施設地区における自然探
勝が主であり、海水浴利用も多いが、近年スキューバダイビング、ウィンドサーフ
ィンなどのマリンスポーツも活発化している。
今後においても当地域の特性を活かした公園施設の計画的かつ積極的な整備を図

るものとする。
イ 利用施設の整備及び管理方針

本国立公園の景観を特徴づけている海蝕地形、湾入等の自然景観の保全を図りつ
つ、各地域の自然の特性を活かした公園施設の計画的かつ積極的な整備を図るもの
とする。

ウ 利用者の指導及び利用規制方針
適正な公園利用を促進し、自然に対する正しい認識と自然環境保全施策への理解

を深めるため、自然解説や野外指導を積極的に行うとともに、快適で安全な利用を
推進するため、利用者の指導を行うものとする。



- 4 -

２ 風致景観の管理に関する事項
（１）許可、届出等取扱要領

「国立公園及び国定公園の許可届出等の取扱要領 （平成６年９月３０日環自計第」
１７３号・環自国第５３８号 国立公園内 普通地域を除く における各種行為に）、「 （ 。）
関する審査指針について 昭和４９年１１月２０日環自企第５７０号 自然保護局長」（ 、
通知。以下 「審査指針」という ）及び別添「特定地域における特定行為の認定」に、 。
よるほか、下記の取扱方針によるものとする。

行 為 地 区 取 扱 方 針

１ 全 域 ①基本方針
工作物 建築物の設置に当たっては、主要利用拠点、道路及び海上の
（１） 遊覧船からの眺望に留意し、位置、規模、構造、デザイン、色
建築物 彩等が風致景観に支障を及ぼすことのないよう配慮するものと

する。
また、出雲大社周辺においては、伝統的雰囲気を損なうこと

のないよう特に配慮するものとする。
②デザイン、色彩
ア 屋根
屋根の形状は、軒の出のある切妻、寄棟とする。
屋根の勾配は１０分の３以上１０分の５以下とする。

イ 色彩
。 、・屋根の色彩は焦げ茶色又は黒色とするものとする ただし

屋根瓦を用いる場合は、灰～黒色又は茶系色とし、自然材
料葺き（銅板葺を含む）を用いる場合は、素地色も可とす
る。

・外壁の色彩は、茶系色、灰色とするものとする。ただし、
自然材料（和風建築の漆喰を含む ）を用いる場合は、素。
地色も可とするものとする。

③修景緑化
主要利用拠点又は主として公園利用に供される道路から望見

される位置にある建築物については、当該地域に生育する植物
と同種の植物による修景のための植栽を行うものとする。

（２） 全 域 ①基本方針
道 路 道路は風致景観及び自然環境に及ぼす影響が大きいため、次

の点に留意するものとする。
ア 自然環境及び風致景観に与える影響が最小となるような路
線及び工法を選定するものとする。

イ 路線は地形に合ったものとし、切・盛土量の削減、改変面
積の縮小等を図るため､桟道､橋梁等を採用するものとする。

ウ 道路幅員については、地形・植生及び交通量の実態に応じ
た必要最小限のものとする。

②附帯施設
ア 路傍駐車場、展望台等は、必要性が認められ、かつ下記の
要件を満たすものであるものとする。
（ア）風致景観に及ぼす影響が小さい位置であること。
（イ）多量の切盛土を伴わず、かつ法面が緑化されるもので

あること。
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行 為 地 区 取 扱 要 領

イ 危険防止柵は、ガードロープ式又はガードパイプ式のもの
とし､その色彩は焦げ茶色又は灰色とするものとする｡

③修景
ア 法面は当該地域に生育する植物と同種の植物により緑化を
行うものとする。ただし、早期緑化する必要性がある場合は
この限りでない。

イ 法面のモルタル吹き付けは認めない。ただし、安全確保上
やむを得ないと判断されるものであって、可能な限りつる性
植物等により緑化されることとなっているものについてはこ
の限りでない。

ウ 擁壁は、自然石又は自然石を模した表面処理を行ったもの
を用いるものとする。ただし、公園利用者から望見されない
場所にある場合はこの限りでない。

エ ロックネット、ロックフェンスの金属製構造物は焦げ茶色
又は灰色とするものとする。

オ 橋梁については金属製部分は茶色とし、コンクリート部分
については灰色とするものとする。

カ 道路改良により廃道敷となる部分については、当該地域に
生育する植物と同種の植物により緑化するものとする。

（３） 全 域 ①基本方針
電柱、 ア 主要利用拠点等からの展望に支障がある場所については､認
鉄塔、 めないものとする。
アンテ イ 送電鉄塔の新設については認めないものとする。
ナ類等 ②色彩

ア 電柱等の色彩は、木柱は素材色又は木材防腐剤塗布色、鋼
、 。管柱 コンクリート柱は焦げ茶色又は灰色とするものとする

イ アンテナ類の色彩は､焦げ茶色又は灰色とするものとする｡

（４） 全 域 ①基本方針
港湾・ ア 施設の設置に際しては、自然海岸の保全に留意するものと
漁港・ する。
海岸保 イ 海岸保全施設については、災害が発生した場所あるいは災
全施設 害発生の危険性が明らかな場所以外は認めないものとする。

ウ 施設の設置によって生じる潮流の変化が、周辺海岸や海中
公園に影響を及ぼす恐れのあるものについては認めないもの
とする。

②工法等
ア 護岸等は、自然石又は自然石を模した表面処理を行ったも
のを用いるものとする。ただし、公園利用者から望見されな
い場所にある場合はこの限りでない。

イ 工事中は、海水の汚濁防止措置を講じるものとする。

（５） 全 域 ①基本方針
その他 ア その他の工作物の設置に際しては、位置、規模、構造、色
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行 為 地 区 取 扱 方 針

の工作 彩等が風致景観に支障を及ぼすことのないように配慮するも
物 のとする。

イ 既設の浜茶屋については、今後も許可するもやむを得ない
が、整理・統合する方向で指導するものとし、規模の拡大は
認めない。

ウ 自動販売機を設置する場合は、建築物の庇の下に設置する
か、自然材料により外側を囲う等して風致景観への影響を軽
減するものとする。

（６） 全 域 ア 残土は､公園区域外に搬出するものとする｡ただし、自然公園
工作物 法の許認可を受けた工事へ流用する場合、又は残土処理計画が
に関す 明らかで風致上の支障が生じるおそれがなく、当該地域に生育
る共通 する植物と同種の植物より緑化されることが確実と認められる
事項 場合はこの限りでない。

イ 工事施工中は、土砂の崩落防止措置を講じるとともに、濁水
の流出防止等自然環境の維持に配慮するものとする。

２ 全 域 ①基本方針
木竹の 主要利用拠点又は主として公園利用に供せられる道路から望
伐採 見される場所にあっては、択伐法による等風致の保護に配慮す

るものとする。

３ 全 域 ①基本方針
広告物 ア 乱立は避け、同一地域のものは整理するものとする。
（１） イ デザインは簡素なものとし、統一を図るものとする。
指導標 別添 自然公園等事業に係る公共標識の整備指針 以下 公「 」（ 「
、誘導 共標識の整備指針」という）によるよう指導する。
標及び ②設置場所
案内板 ア 眺望の妨げにならない場所であることとする。

③材料、色彩等
ア 材料はできるだけ木材、石材等自然素材を使用するものと
する。

イ 色彩は、支柱及び文字盤は焦げ茶色、文字は黒色又は白色
とする。
案内図には上記以外の色彩の使用を認めるものとするが、必
要最小限の使用にとどめるものとする。

（２） 全 域 ①基本方針
事業用 店舗、事務所、営業所等の敷地内において、設置目的に照ら
広告物 して必要と認められる物に限るものとする。

材料、色彩等
ア 材料はできるだけ木材、石材等自然素材を使用するものと
する。

、 、 。イ 色彩は 支柱及び文字盤は焦げ茶色 文字は黒色及び白色
案内図には上記以外の色彩の使用を認めるものとするが、必
要最小限の使用にとどめるものとする。



- 7 -

行 為 地 区 取 扱 方 針

４ 全 域 ①基本方針
水面の ア 自然海岸での水面の埋立ては、風致景観及び自然環境に及
埋立て ぼす影響が大きいため、漁港区域及び港湾区域以外では認め

。 、 、ないものとする なお 漁港区域及び港湾区域内であっても
自然海岸の保全に留意するものとする。

イ 水面の埋立てによって生ずる潮流の変化が、周辺海岸や海
中公園に影響を及ぼす恐れのあるものについては認めないも
のとする。

②工法等
ア 護岸等は、自然石又は自然石を模した表面処理を行ったも
のを用いるものとする。ただし、公園利用者から望見されな
い場所にある場合はこの限りでない。

イ 工事中は、海水の汚濁防止措置を講ずるものとする。

イ 普通地域に係る取扱方針
「国立公園及び国定公園の許可届出等の取扱要領 （平成６年９月３０日環自計第」

１７３号･環自国第５３８号自然保護局長通知）によるほか､下記の指針により指導す
るものとする。

記

（１）自然海岸での突堤、護岸等の設置は極力避けるものとする。ただし、防災を目的
とした工作物で、災害が既に発生した場所、あるいは、災害発生の危険性が明らか
で他の方法では所期の目的が達成できない場合はこの限りでない。

（２）自然海岸の地先については、離岸堤及び消波ブロックを設置しないものとする。
ただし、災害が既に発生した場所、あるいは災害発生の危険性が明らかで、他の方
法では防災の目的が達成できない場合はこの限りでない。
なお、この場合であっても、海水浴場等公園利用者から望見される場所に設置す

る場合には 海面からの高さをできる限り低く抑える等の措置を講じるものとする｡、
（３）水面の埋立てに当たっては、自然海岸を避ける等、風景に与える影響を極力小さ

くするものとする。
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（２）公園事業取扱方針
事業決定の内容及び 国立公園及び国定公園事業取扱要領 平成６年９月３０日「 」（

環自計第１７４号・環自国第５４１号）によるほか、下記の取扱方針によるものとす
る。

事業の種類 地 区 取 扱 方 針

１道路 全 域 ① 基本方針
（１）車道 道路は風致景観及び自然環境に及ぼす影響が大きいた

め、次の点に留意するものとする。
ア 自然環境及び風致景観に及ぼす影響が最小となるよう
な路線及び工法を選定するものとする。

イ 路線は、地形に合ったものとし、切・盛土量の削減、
改変面積の縮小等を図るため、桟道、橋梁等を採用する
ものとする。

ウ 道路幅員については、地形・植生及び交通量の実態に
応じた必要最小限のものとする。

②附帯施設
ア 車道沿線に設けられる駐車場、展望台等の整備に当た
っては、次の点に留意するものとする。
（ア）風致景観に支障の少ない規模、位置であること。
（イ）多量の切盛土を伴わず、かつ法面が緑化されるも

のであること。
（ウ）清掃等管理体制が確立されていること。

イ 危険防止柵は、ガードロープ式又はガードパイプ式の
ものとし、その色彩は焦げ茶色又は灰色とするものとす
る。

③修景
ア 法面は当該地域に生育する植物と同種の植物により
緑化を行うものとする。ただし、早期緑化する必要性
がある場合はこの限りでない。

イ 法面のモルタル吹き付けは認めない。ただし、安全
確保上やむを得ないと判断されるものであって、可能
な限つる性植物等により緑化されることとなっている
ものについてはこの限りでない。

ウ 擁壁は、自然石又は自然石を模した表面処理を行っ
たものを用いるものとする。ただし、公園利用者から
望見されない場所にある場合はこの限りでない。

エ ロックネット、ロックフェンスの金属製構造物は焦
げ茶色又は灰色とするものする。

オ 橋梁については金属製部分は茶色とし、コンクリ－
ト部分については灰色とするものとする。

カ 道路改良により廃道敷となる部分については、当該
地域に生育する植物と同種の植物により緑化するもの
とする。

④残土処理
ア 残土は､公園区域外に搬出するものとする｡ただし、
自然公園法の許認可を受けた工事へ流用する場合、又
は残土処理計画が明らかで風致上の支障が生じるおそ
れがなく、当該地域に生育する植物と同種の植物によ
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事業の種類 地 区 取 扱 方 針

り緑化されることが確実と認められる場合はこの限り
でない。

イ 工事施工中は、土砂の崩落防止措置を講じるととも
に、濁水の流出防止等自然環境へ維持に配慮するもの
とする。

（２）歩道 全 域 ①基本方針
整備に当たっては、沿道の自然の改変を極力避けるとと

もに､洗掘､侵食の防止に努めるものとする｡また､歩道以外
への利用者の立入りを防止する措置を講ずるものとする｡

②附帯施設
ア 駐車場及び公衆便所等の附帯施設の設置に際しては景
観と調和した規模、デザイン、色彩とするものとする。

イ 案内板、解説板、卓ベンチ等の整備を行い、快適な利
用がなされるよう対応するものとする。なお、標識類に
ついては、乱立を避け 「公共標識の整備指針」に基づ、
き統一したデザインとするものとする。

③修景緑化
法面は当該地域に生育する植物と同種の植物により緑化

を行うものとする。ただし、早期緑化する必要性がある場
合はこの限りでない。

２宿舎 全 域 ①基本方針
ア 公園利用のための健全かつ快適な宿舎として整備を図
るものとする。

イ デザインについては、周辺の景観や既存施設との調和
を考慮するものとする。

②対象
事業の対象とする宿舎は、不特定多数の公園利用者の宿

泊の用に供する建築物のうち、旅館業法による許可を得た
もの又は得る見込みのあるものとする。

③規模等
ア 高さ

建築物の最高部の高さは１３ｍ以下（煙突、避雷針、
アンテナは除く）とするものとする。

イ 建ぺい率
３０％以下とするものとする。

ウ 建築壁面線の後退距離
主として、公園利用に供せられる道路の路肩からの後

退距離は１０ｍ以上とするものとする。ただし、既存建
築物の後退距離が１０ｍ未満である場合は、当該建築物
の建て替え又は増築に際して既存の後退距離以上の距離
を確保するものとする。
その他の道路の路肩及び敷地境界からの後退距離は５

ｍ以上とするものとする。ただし、既存建築物の後退距
離が５ｍ未満である場合は、当該建築物の建て替え又は
増築に際して既存の後退距離以上の距離を確保するもの
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事業の種類 地 区 取 扱 方 針

とする。
エ 屋根

屋根の形状は、軒の出のある切妻、寄棟とする。
屋根の勾配は１０分の３以上１０分の５以下とする。

オ 色彩
・ 屋根の色彩は焦げ茶色又は黒色とするものとする。

ただし、屋根瓦を用いる場合は、灰～黒色又は茶系
色とし、自然材料葺き（銅板葺を含む）を用いる場合
は、素地色も可とする。

・ 外壁の色彩は、茶系色、灰色とするものとする。た
だし、自然材料（和風建築の漆喰を含む ）を用いる。
場合は、素地色も可とするものとする。

④附帯施設
ア 駐車場

宿泊収容力に見合う規模の駐車場を設けるものとす
る｡

イ その他
従業員宿舎、倉庫、車庫等を別棟とする場合は、必要

最小限の規模とするとともに、宿舎と調和のとれた外部
意匠とするものとする。

⑤残土処理
残土は､公園区域外に搬出するものとする｡ただし、自然

公園法の許認可を受けた工事へ流用する場合、又は残土処
理計画が明らかで風致上の支障が生じるおそれがなく、当
該地域に生育する植物と同種の植物により緑化されること
が確実と認められる場合はこの限りでない。

⑥施設の維持管理
ア 危険防止

利用の安全性を確保するため適切な施設の安全管理を
行うものとする。

イ 美化清掃
風致景観の維持、利用の快適性を確保するため美化清

掃を行うものとする。

３園地 全 域 ①基本方針
展望、自然観察、散策、休憩等当該園地の持つ機能や性

格を勘案し、地形、植生、眺望等の自然条件を活かすと共
に、景観と調和したデザイン、材質、色彩で整備を図るも
のとする。

②附帯施設
ア 休憩所の建物は周囲の自然環境と調和したデザインと
するものとする。

イ 屋根
屋根の形状は、軒の出のある切妻、寄棟とする。
屋根の勾配は１０分の３以上１０分の５以下とする。

ウ 色彩
・ 屋根の色彩は焦げ茶色又は黒色とするものとする。
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事業の種類 地 区 取 扱 方 針

ただし、屋根瓦を用いる場合は、灰～黒色又は茶系
色とし、自然材料葺き（銅板葺を含む）を用いる場合
は、素地色も可とする。

・ 外壁の色彩は、茶系色、灰色とするものとする。た
だし、自然材料（和風建築の漆喰を含む ）を用いる。
場合は、素地色も可とするものとする。

エ 標識類は 「公共標識の整備指針」に基づき統一の取、
れたデザインとし、自然に対する理解を深め、利用の効
果を高めるため適切に設置するものとする。

オ 駐車場は、風致上の支障が生じるおそれのない範囲で
利用者数に見合った規模を確保するものとする。

③修景緑化
法面は当該地域に生育する植物と同種の植物により緑化

を行うものとする。ただし、早期緑化等の必要性がある場
合はこの限りでない。

④残土処理
残土は､公園区域外に搬出するものとする｡ただし、自然

公園法の許認可を受けた工事へ流用する場合、又は残土処
理計画が明らかで風致上の支障が生じるおそれがなく、当
該地域に生育する植物と同種の植物により緑化されること
が確実と認められる場合はこの限りでない。

⑤施設の維持管理
ア 危険防止

利用の安全性を確保するため適切な施設の安全管理を
行うものとする。

イ 美化清掃
風致景観の維持、利用の快適性を確保するため美化清

掃を行うものとする。

４駐車場 全 域 ①基本方針
整備に当たっては、地形の改変を極力抑え、利用者数に

応じた適正な規模とするものとする。
②附帯施設
ア 休憩所、公衆便所等の建物は、周囲の自然環境と調和
したデザインとするものとする。

イ 屋根
屋根の形状は、軒の出のある切妻、寄棟とする。
屋根の勾配は１０分の３以上１０分の５以下とする。

エ 色彩
・ 屋根の色彩は焦げ茶色又は黒色とするものとする。

ただし、屋根瓦を用いる場合は、灰～黒色又は茶系
色とし、自然材料葺き（銅板葺を含む）を用いる場合
は、素地色も可とする。

・ 外壁の色彩は、茶系色、灰色とするものとする。た
だし、自然材料（和風建築の漆喰を含む ）を用いる。
場合は、素地色も可とするものとする。

③修景緑化
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事業の種類 地 区 取 扱 方 針

ア 法面は当該地域に生育する植物と同種の植物により緑
化を行うものとする。ただし、早期緑化等の必要性があ
る場合はこの限りでない。

イ 擁壁は、自然石又は自然石を模した表面処理を行った
ものを用いるものとする。ただし、公園利用者から望見
されない場所にある場合はこの限りでない。

④残土処理
残土は､公園区域外に搬出するものとする｡ただし、自然

公園法の許認可を受けた工事へ流用する場合、又は残土処
理計画が明らかで風致上の支障が生じるおそれがなく、当
該地域に生育する植物と同種の植物により緑化されること
が確実と認められる場合はこの限りでない。

⑤施設の維持管理
ア 危険防止

利用の安全性を確保するため適切な施設の安全管理を
行うものとする。

イ 美化清掃
風致景観の維持、利用の快適性を確保するため美化清

掃を行うものとする。

５野営場 全 域 ①基本方針
快適な公園利用のための野営場として、自然環境や風致

景観の保全に留意して整備を図るものとする。
②附帯施設
ア 管理棟、炊事棟等の建物は周囲の自然環境に景観と調
和したデザインとするものとする。

イ 屋根
屋根の形状は、軒の出のある切妻、寄棟とする。
屋根の勾配は１０分の３以上１０分の５以下とする。

ウ 色彩
・ 屋根の色彩は焦げ茶色又は黒色とするものとする。

ただし、屋根瓦を用いる場合は、灰～黒色又は茶系
色とし、自然材料葺き（銅板葺を含む）を用いる場合
は、素地色も可とする。

・ 外壁の色彩は、茶系色、灰色とするものとする。た
だし、自然材料（和風建築の漆喰を含む ）を用いる。
場合は、素地色も可とするものとする。

エ 標識類は 「公共標識の整備指針」に基づき統一の取、
れたデザインとし、自然に対する理解を深め、利用の効
果を高めるため案内解説板等を適切に設置するものとす
る。

オ 駐車場は、風致上の支障が生じるおそれのない範囲で
利用者数に見合った規模を確保するものとする。

③残土処理
残土は､公園区域外に搬出するものとする｡ただし、自然

公園法の許認可を受けた工事へ流用する場合、又は残土処
理計画が明らかで風致上の支障が生じるおそれがなく、当
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事業の種類 地 区 取 扱 方 針

該地域に生育する植物と同種の植物により緑化されること
が確実と認められる場合はこの限りでない。

④施設の維持管理
ア 危険防止

利用の安全性を確保するため適切な施設の安全管理を
行うものとする。

イ 美化清掃
風致景観の維持、利用の快適性を確保するため美化清

掃を行うものとする。

６係留施設 日御碕 ①基本方針
係留施設の改修に当たっては、同程度の規模とするもの

とし、整備に際しては、地形の改変を極力抑えるとともに
水質の保全に留意するものとする。

②施設の維持管理
ア 危険防止

利用の安全性を確保するため適切な施設の安全管理を
行うものとする。

イ 美化清掃
風致景観の維持、利用の快適性を確保するため美化清

掃を行うものとする。

７索道運送 美保関 ①基本方針
施設 ア 整備に当たっては､地形の改変を極力抑えるものとす

る｡
イ 規模の拡大は認めないものとする。なお、施設の建て
替えについては、輸送量の増加を伴うものは認めないも
のとする。

②施設の維持管理
ア 危険防止

利用の安全性を確保するため適切な施設の安全管理を
行うものとする。

イ 美化清掃
風致景観の維持、利用の快適性を確保するため美化清

掃を行うものとする。

８休憩所 全 域 ①基本方針
車道、歩道、園地等との合理的な結合を考慮し、計画的

な整備を図るものとする。
②デザイン

建物全体のデザインは、周囲の風致景観と調和するもの
とする。

③屋根
ア 屋根
屋根の形状は、軒の出のある切妻、寄棟とする。
屋根の勾配は１０分の３以上１０分の５以下とする。

イ 色彩
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事業の種類 地 区 取 扱 方 針

・ 屋根の色彩は焦げ茶色又は黒色とするものとする。
ただし、屋根瓦を用いる場合は、灰～黒色又は茶系

色とし、自然材料葺き（銅板葺を含む）を用いる場合
は、素地色も可とする。

④外壁
、 、 。 、外壁の色彩は 茶系色 灰色とするものとする ただし

自然材料（和風建築の漆喰を含む ）を用いる場合は、素。
地色も可とするものとする。

⑤修景緑化
建物の周囲等には必要に応じ、修景のための植栽を行う

ものとする。

９博物展示 全 域 ①基本方針
施設 自然情報の提供機能を備えた、自然とのふれあいを増進

するための基幹施設として整備を図るものとする。
②規模等
ア 建物は周囲の自然環境と調和したデザインとするもの
とする。

イ 屋根
屋根の形状は、軒の出のある切妻、寄棟とする。
屋根の勾配は１０分の３以上１０分の５以下とする。

ウ 色彩
・ 屋根の色彩は焦げ茶色又は黒色とするものとする。

ただし、屋根瓦を用いる場合は、灰～黒色又は茶系
色とし、自然材料葺き（銅板葺を含む）を用いる場合
は、素地色も可とする。

・ 外壁の色彩は、茶系色、灰色とするものとする。た
だし、自然材料（和風建築の漆喰を含む ）を用いる。
場合は、素地色も可とするものとする。

③附帯施設
駐車場は、風致上の支障が生じるおそれのない範囲で利

用者数に見合った規模を確保するものとする。
④残土処理

残土は､公園区域外に搬出するものとする｡ただし、自然
公園法の許認可を受けた工事へ流用する場合、又は残土処
理計画が明らかで風致上の支障が生じるおそれがなく、当
該地域に生育する植物と同種の植物により緑化されること
が確実と認められる場合はこの限りでない。

⑤施設の維持管理
ア 危険防止

利用の安全性を確保するため適切な施設の安全管理を
行うものとする。

ウ 美化清掃
風致景観の維持、利用の快適性を確保するため美化清

掃を行うものとする。
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３ 地域の開発整備に関する事項
（１）自然公園施設

各地域の整備方針は次のとおりとする。
ア 地蔵崎・五本松公園地区

地蔵崎から五本松公園を結ぶ自然歩道を整備し、必要な休憩所等を整備するものと
する。

イ 日御碕地区
遊覧船による海触崖や海中景観等の探勝や日御碕灯台周辺探勝のための施設を整備

するものとする。
ウ 加賀地区

従来からの海水浴、野営利用の他、ミニビジターセンターを中心とした自然観察及
び自然とのふれあいを推進するための施設の充実を図るものとする。

（２）一般公共施設
公共事業等については、円滑な事業の推進を図るため、次のとおり取り扱うものと

する。
ア 各種５ケ年計画等の長期計画については、計画段階から情報の収集、内容の把握に
務め、事前の調整を図るものとする。

イ 地域の生活及び産業の基盤となる道路、漁港、海岸保全施設等の情報の収集、内容
の把握に務め、事前の調整を図るものとする （下図参照）。

（事前調整手順）
事前調整の対象となる公共事業は、次年度に実施が見込まれている事業で自然公園法
の手続きを必要とするものとする。
山陰地区国立公園・野生生物事務所は、府県の自然公園担当部局を通じ公共事業担当
部局に対して、毎年１２月末日までに次年度の事業計画について照会し、１月末日ま
でに回答を得るものとする。
山陰地区国立公園・野生生物事務所は、事業計画を審査し、必要に応じてヒヤリン

グを実施する等、公園計画との調整を図るものとする。
公園事業として実施する道路等の事業で､公園事業の決定もしくは変更を必要とする

ものについては、自然環境保全審議会に諮問する必要があることから、早目に調整を
行い、所定の手続きを進めるものとする。なお、自然環境保全審議会の開催は年２回
（５月、１０月）で、諮問案件については開催の２ケ月前までに調整を終えているの
が原則である。

ウ 各種公共事業の実施に当っては、必要に応じ自然環境影響調査を行うよう指導する
ものとする。
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＜参考 公共事業事前手順フロー＞

山陰地区国立公園・ 国立公園 県、国立公園 県、市町村公共
野生生物事務所 管理官 担当部局 事業担当部局

指示（１２月下旬）

依頼
照会（１２月下旬）

調書作成

回答（１月下旬）

取りまとめ

提出（２月中旬）

事業計画審査

事業の調整実施（２月下旬）

報告（３月上旬）

回答（３月中旬）

（３）その他の大規模開発
大規模な公共事業の実施にあたっては 必要に応じ当該事業が自然環境に与えること、

となる影響等について事前に総合的な調査を行うよう指導するものとする。
４ 土地及び事業施設の管理に関する事項
（１）公園施設の管理

国立公園の利用上不可欠な施設であることから、安全で快適な利用が促進されるよ
う、施設の安全点検や清掃に努めるとともに、風致の保護上支障のないよう適正な管
理を行うよう施設管理者を指導するものとする。

５ 利用者の指導等に関する事項
（１）自然解説に関する事項

適正な公園利用を促進し、自然に対する愛情と自然保護に対する理解の心を育てる
ため、各利用拠点において自然解説や野外活動を積極的に行うこととし、県、関係市
町村、公園事業執行者、自然公園指導員等の協力を得て、事業実施体制の整備に努め
るものとする。また、海中公園地区の適正な利用をすすめるものとする。



- 17 -

（２）利用者の規制
適正な公園利用と自然環境の保全を図るため、土地管理者及び関係機関等が協力して

次のような利用者の誘導及び規制を行うものとする。
ア 野営場以外の場所での野営規制

植生の保全、ゴミ等の散乱、山火事の危険等を防止する観点から、野営場以外での
野営禁止及び花火の使用について規制するものとする。

イ 車道、駐車場以外の場所への車両の乗り入れ防止対策
車両の乗り入れ等に伴う植生破壊や地形荒廃の防止及び利用者の安全確保の観点か

ら、看板、柵等による乗り入れ防止の措置を講ずるものとする。
ウ 指定植物等の保護

指定植物等保護保護するため、パトロール及び看板の設置等により盗採防止に努め
るものとし、歩道以外への立入防止の措置を講ずるものとする。

エ 立ち売り等の規制
駐車場等における立ち売り、客引き等は公園利用及び適正な管理を阻害することか

ら、行わないよう規制するものとする。
オ 魚釣者等の規制

魚釣者に対しては海岸の汚染防止と野鳥保護のため､テグス、釣り針､ゴミ等の投棄
防止について規制するものとする。

（３）利用者の安全対策
利用地点の危険な個所においては、関係行政機関が協力して注意標識や安全施設を

設けるなど、利用者の安全確保に努めるものとする。
６ 地域の美化修景に関する事項
（１）美化清掃計画

当地区の美化清掃体制としては、清掃活動費補助対象団体である日御碕を美しくす
る会、美保関町を美しくする会、島根町を美しくする会による活動があり、日御碕、
五本松、北浦海岸、桂島を中心とする利用地域におけるゴミ収集、運搬、処理を行っ
ていほか、ゴミ持ち帰りの呼びかけを行っている。
今後とも、これら事業の充実を図るため、各施設管理者に対する美化思想の普及啓

発に努めるものとする。
ア ゴミ持ち帰り運動の推進

関係機関が協力してゴミ持ち帰り運動の普及啓発を図るものとする。
イ ゴミ箱の設置について

ゴミの回収・処理体制が整備されている地区以外の地区には、ゴミ箱を設置しない
ものとする。

ウ 車道沿線のゴミ対策
車両からの空きかん、ゴミ等の投げ捨て防止のため、関係機関等が協力して、観光

パンフレット等による利用者への周知に努めるものとする。
（２）修景緑化計画
ア 施設周辺の修景緑化計画

工作物及び事業施設が周辺の景観に馴染むよう積極的に当該地域に生育する植物と
同種の植物を用いて修景植栽を行うよう指導するものとする。

イ 工事跡地の緑化・植生復元の取扱
特別保護地区、第１種特別地域、極相またはそれに近い自然植生の存する地域等

については、当該地域に成育する植物と同種の植物により構成される植生景観を、
施工後速やかに復元することを目標とし、緑化基礎工に用いる資材は、原則として
自然材料を用いるよう指導するものとする。
上記以外の地域ついても、当該地域に生育する植物と同種の植物により構成され

る植生景観の復元が望ましいが、それが困難な場合には､表土の保全を目的として､
外来植物等を使用することも許容するものとする。但し、その場合にも、将来自然
植生への移行が可能な工法とするよう指導するものとする。
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（３）その他
ア 森林施業の取扱い

主要利用拠点または主として公園利用に供せられる道路から望見される場所にあっ
ては風致景観上支障が生じないよう森林施業等を行うものとする。

イ 通景線の確保
主要展望地や道路からの眺望を維持するため、必要に応じて通景線を確保するもの

とする。

７ その他関連事項
（１）大山隠岐国立公園島根県連絡会議の開催

島根県及び関係市町村からなる大山隠岐国立公園島根県連絡会議を毎年１回開催し
、本管理計画の実現その他公園管理業務について連絡調整を行うものとする。

（２）関係各種団の指導育成
各種連絡協議会、自然保護や美化清掃等を目的とする関係団体に対しては、積極的

に交流を図り、指導・育成に努めるものとする。


